
申請日
※当財団より、選考について確実にご連絡できる方の連絡先をご記入ください。

法人格からご記入ください（無い場合は団体名のみで構いません）

申請者名 申請者名（フリガナ）

団体代表者名 団体代表者名（フリガナ）

電話番号（固定）

Ｅmailアドレス

団体の代表Ｅmailアドレス（無い場合は無記入）

団体のホームページＵＲＬ（無い場合は無記入）

電話番号（携帯）

１ 申請者

団体の正式名称

団体住所（〒）
-

活動年数

団体の年間総事業費

年 ヶ月 年 月
設立年（西暦）・月

年 月
法人格取得年（西暦）・月

指導教員の所属

団体住所

団体の属性（下記から選択）
ＮＰＯ法人

※「その他」を選択した場合は、下欄に属性をご入力ください

公認無の場合、指導教員のお名前

団体の正式名称（フリガナ）

2  申請団体

設立目的、団体の理念、活動方針、主たる活動（必ず枠内に収まるように入力してください。300字程度が目安です）
3 申請団体の設立目的と活動内容

学生団体

大学公認の有無
有 無

その他

※（法人の場合）

人

万円

専従職員数（常勤） 人所属部員数（非常勤含む）

※学生団体のみご記入ください

公益財団法人 電通育英会　「2026年度 学生による次世代リーダーの育成活動」
助 成 申 込 書



公益財団法人 電通育英会　「2026年度 学生による次世代リーダーの育成活動」助成申込書

助成申請活動名

電通育英会への助成申請額

◆ 他の財団等からの助成金を併用する場合は、その財団・団体名と助成金額をご記入ください。（申請中も含む）

申請活動の目的

申請活動のプログラム

１）育成したい人材（目標）について

２）活動に参加する学生の規模・人数・具体的な育成プログラムについて（300字程度を目安に、枠内に収まるようにご記入ください）

３）申請活動は学生の次世代リーダー育成においてどのような成果に繋がるか

４）これまで活動してきた中で、大切にしてきたことを具体的なエピソードを交えて教えてください（できるだけ今回の募集趣旨の視点で）

申請活動の概要（300字程度を目安に、枠内に収まるようにご記入ください）

4  助成申請活動・申請金額

申請活動を通した次世代リーダーの人材育成について、以下１）～４）についてお聞かせください。

万円（上限：100万円）

◆ 助成申請活動から得られる収入（見込）
万円（無い場合は無記入）

申請活動の年間総予算
万円

◆ 収入（見込）の内訳　※内訳の例：参加費等

入力の際は、必ず枠内に収まるようにご記入ください



公益財団法人 電通育英会　「2026年度 学生による次世代リーダーの育成活動」助成申込書

申請活動の終了後、次年度以降の活動の継続に向けた進め方や計画について
（主に活動の持続・自走・発展の視点で）記入してください。

当財団の助成申請額の使用計画について、スケジュールと
予算計画【活動月・使用大項目・金額・活動内容】を全て記入してください。

申請活動計画（20 2 6年度）

以上

※当助成申請額についてのみご記入ください

入力の際は、必ず枠内に収まるようにご記入ください
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